
事　業　概　要 要求額 査定額 内容

【歩くまち・京都」の
推進】
「歩くまち・京都」総
合交通戦略の推進

　持続可能な脱「クルマ中心」社会のモデル都市の形成を目指して策定した「歩くまち・
京都」総合交通戦略の着実な推進を図るため，庁内体制を整備するとともに，学識経験
者，有識者，国，府などで構成し，戦略を総合的に点検し，必要に応じて充実や見直しの
提言を行う体制と，実施プロジェクトを具体的に推進する体制を設置・運営する。
・「歩くまち・京都」推進会議（仮称）の設置及び運営
・公共交通ネットワーク推進会議（仮称），未来の公共交通検討会議（仮称），「スロー
ライフ京都」推進会議（仮称）の設置及び運営
＜成果目標＞
　行政だけでなく，学識経験者，事業者，市民，観光客等の連携により，総合的に点検・
推進する体制や実施プロジェクトの具体化を図る体制を構築することによって，「歩くま
ち・京都」総合交通戦略が着実に推進されるとともに，専門的見地からの提言，提案を踏
まえ，戦略を進化・発展させる。

4,500 2,000

□要求どおり

■積算内容精査

□事業内容精査

　都　市　計　画　局　予　算　要　求　の　内　容

事　業　名

（単位：千円）

査　定　結　果

【歩くまち・京都」の
推進】
「歩くまち・京都」公
共交通ネットワークの
連携強化

　「歩くまち・京都」総合交通戦略の３つの柱の１つ「既存の公共交通を再編強化し，使
いやすさを世界トップレベルにする」ため，交通事業者の連携により，早期に市民・観光
客にとって便利で快適な公共交通ネットワークの連携強化が構築できるよう，３つのプロ
ジェクトを推進する。
・洛西地域におけるバス利便性向上
・京都市内共通乗車券（京都カード（仮称））の創設
・公共交通不便地域の対応策に関する検討
＜成果目標＞
　プロジェクトの実施により，市民の皆様に具体的にアピールできる公共交通の利便性向
上策を示し，市民の皆様に「歩く」ことを中心としたライフスタイルへの転換を促すため
のインセンティブを示すことができる。

15,000 6,300

□要求どおり

■積算内容精査

□事業内容精査

※「予算要求の内容」欄の事業概要等は，査定を通じて変更していることがあります。査定後の事業概要等は，「京都市予算の概要」を参照してください。



事　業　概　要 要求額 査定額 内容

　都　市　計　画　局　予　算　要　求　の　内　容

事　業　名

（単位：千円）

査　定　結　果

【歩くまち・京都」の
推進】
「スローライフ京都」
大作戦（モビリティ・
マネジメントの推進）

　「歩くまち・京都」総合交通戦略の３つの柱の１つである「歩いて楽しい暮らしを大切
にするライフスタイルに転換する」ため，全国で初めて全世帯を対象に交通事業者の公共
交通ネットワーク情報を提供するなど，地下鉄や市バスはもとより公共交通の利用促進に
つながる交通行動の意識変革のための施策を展開する。
・「歩くまち・京都」憲章の普及・啓発
・公共交通情報の提供物の作成・配布
・自動車運転免許更新時におけるモビリティ・マネジメントの実施
＜成果目標＞
　交通行動意識の変革に向けて，公共交通利便性向上施策や交通まちづくり，さらには
「京都市環境モデル都市」における優れた景観と低炭素社会が調和したまちづくりと連携
することによる相乗効果により，「人が主役の歩いて楽しいまち」「公共交通優先の歩い
て楽しいまち」が推進される。

34,600 34,000

□要求どおり

■積算内容精査

□事業内容精査

【歩くまち・京都」の
推進】
「歩いて楽しいまちな
か戦略」の推進

　四条通の歩道拡幅，トランジットモール化の実現に向けて，個別の課題について詳細な
検討を行うWG等を運営するとともに，公共交通を優先したトランジットモール化や，その
前提となる荷捌きの整除化，公共交通としての役割を担うタクシーの整除化，細街路にお
ける通過交通の抑制に向けて，社会実験を行う。
・トランジットモール化に向けた検討（社会実験）及びＷＧ等運営
・「人が主役のまちなか道路」ワークショップ運営
＜成果目標＞
　四条通の歩道拡幅，トランジットモール化に向けた課題の解決への道筋を具体的に検討
することができ，京都の活力と魅力が凝縮した歴史的都心地区において，歩行者と公共交
通を優先した魅力あるまちづくりの進展に寄与する。

30,000 30,000

■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

※「予算要求の内容」欄の事業概要等は，査定を通じて変更していることがあります。査定後の事業概要等は，「京都市予算の概要」を参照してください。



事　業　概　要 要求額 査定額 内容

　都　市　計　画　局　予　算　要　求　の　内　容

事　業　名

（単位：千円）

査　定　結　果

【歩くまち・京都」の
推進】
「歩いて楽しい東大
路」歩行空間創出事業

　東大路通周辺は，交通量が多いうえ，歩道が狭く，市民や観光客がゆっくり佇みながら
散策することができない環境であるため，三条～七条の道路空間を見直し，市民や観光客
等の来訪者が，安全かつ快適に回遊できる「人」が主役の歩いて楽しい歩行空間を再整備
する。
　平成２２年度については，東大路通歩行空間整備基本計画の策定に向け，沿道住民，商
業者など関係者との継続的な協議を継続し，歩行空間の再整備について合意形成を図る。
＜成果目標＞
　東山区における安心・安全・快適な歩行空間の充実をはじめ，無電柱化，道路のバリア
フリー化が図られ，「人」が主役のまちづくりの進展に寄与する。

6,000 2,000

□要求どおり

■積算内容精査

□事業内容精査

【歩くまち・京都」の
推進】
京都駅南 駅前広場

　京都駅南口駅前広場については，交通結節機能の強化を図るとともに，安全で快適な歩
行者空間を創出することにより，総合交通戦略が目指す人と公共交通優先の「歩いて楽し
いまちづくり に寄与する「国際文化観光都市 京都 玄関 にふさわしい駅前広場と

23,500 9,000

京都駅南口駅前広場の
整備

いまちづくり」に寄与する「国際文化観光都市・京都」の玄関口にふさわしい駅前広場と
なるよう整備する。
　平成２２年度は，平成２１年度に策定する京都駅南口駅前広場整備計画に基づき，京都
駅南口駅前広場の整備に向けた，測量及び予備設計を行う。
＜成果目標＞
　京都駅南口駅前広場を整備することにより，利用者の視点に立った「歩くまち・京都」
の玄関口にふさわしい駅前広場に改善し，併せて，京都の新たな活力を担う南部地域のま
ちづくりの推進にも寄与する。

□要求どおり

■積算内容精査

■事業内容精査

※「予算要求の内容」欄の事業概要等は，査定を通じて変更していることがあります。査定後の事業概要等は，「京都市予算の概要」を参照してください。



事　業　概　要 要求額 査定額 内容

　都　市　計　画　局　予　算　要　求　の　内　容

事　業　名

（単位：千円）

査　定　結　果

進化する新景観政策推
進事業

　新景観政策の実施から２年が経過し，その間の運用により把握した問題点や各界の意見
を踏まえ，デザイン基準の充実や手続の合理化に向けて，主に次の項目について，都市計
画の変更や条例・規則等の改正などに取り組む。
ア　建築物の高さ規制
イ　建築物のデザイン規制
ウ　眺望景観・借景の保全
エ　屋外広告物対策
オ　地区計画

＜成果目標＞
　市民や事業者の目線に立って，より合理化された手続の見直しや，地域特性をより重視
した景観デザイン基準を策定することで，新景観政策の一層の浸透を図り，京都の美しい
景観を市民・事業者と共に守り 未来の世代に引き継いでいく

43,000 23,000

□要求どおり

■積算内容精査

■事業内容精査

景観を市民 事業者と共に守り，未来の世代に引き継いでいく。

京町家の保全・再生策
の策定及び推進

　平成21年度末までに，京町家を対象として，旧市街地を中心に全数調査を行い，その結
果を地図情報システムにして活用することにより，京町家の保全の実態を把握し，平成22
年度から，新たな保全・再生の具体的施策を構築するなど，多様なストック活用プログラ
ムの構築を図る。

＜成果目標＞
　「町家を活用したい人」，「町家に住みたい人」と「町家を残していきたい所有者」の
需要と供給のマッチングを図り，京町家の保全・再生・活用を図ることで，風情ある京都
の町並み景観を次世代に継承するとともに，解体・再建築に係る二酸化炭素排出の抑制及
び市内産木材の活用促進を図るなど，景観保全と低炭素社会に貢献する。

7,000 3,000

□要求どおり

■積算内容精査

■事業内容精査

※「予算要求の内容」欄の事業概要等は，査定を通じて変更していることがあります。査定後の事業概要等は，「京都市予算の概要」を参照してください。



事　業　概　要 要求額 査定額 内容

　都　市　計　画　局　予　算　要　求　の　内　容

事　業　名

（単位：千円）

査　定　結　果

市民による美観再生推
進事業 　新景観政策の着実な推進のため，住民が主体となった地域の景観まちづくりに取り組ん

でいく。（Ｈ22～Ｈ23年度にモデル事業として実施。）

ア　まず，景観まちづくりフォーラムの開催や景観ツアー，まち歩きの実施などにより，
より多くの人々に景観に関心を持ってもらえるよう，景観まちづくりに関する啓発・関心
喚起を行う。

イ　また，住民主体で景観まちづくりに取り組む地域をモデル地域として選定し，その地
域に関わりを持ち景観に関心・見識ある市民＝美観メイクアーティストを中心に住民を主
体とした地域の景観まちづくりに取り組むことで，町並み景観の向上を図り新景観政策を
推進するとともに，景観まちづくりに対する機運の高揚，動機付けを行う。

成果目標

8,000 1,000

□要求どおり

■積算内容精査

■事業内容精査

＜成果目標＞
　モデル地域での取組結果について，平成23年度後半に今後の事業拡大における課題整理
とその解決策について検討を行う。
　市民による美観再生事業の拡充は，地域ごとにまとまりのある良好な景観が形成される
ことになり，地域の魅力をさらに高め，ひいては，京都の景観を未来に引き継ぐ取組とな
ることが期待される。

京都環境配慮建築物認
証制度（CASBEE京都）
の策定及び普及啓発

 　本市は，国の環境モデル都市に選定され，平成21年度に組織された市民会議におい
て，「森と緑」，「平成の京町家」，「京都環境配慮建築物（CASBEE京都）」の3つのプ
ロジェクトが設置され，検討を進めている。
　22年度は，「京都環境配慮建築物認証制度（CASBEE京都）」の基準を策定するととも
に，実際の運用（インセンティブの付与，評価方法，評価機関のあり方等）に関する検討
や，一般市民及び事業者への普及啓発を行う。また，２１年度の検討対象としていない既
存建築物や改修に関する基準についても詳細な検討を行い，基準策定等を行う。
＜成果目標＞
　低炭素景観の創造を目指す木の文化を大切にするまちの実現

6,000 4,500

□要求どおり

■積算内容精査

□事業内容精査

※「予算要求の内容」欄の事業概要等は，査定を通じて変更していることがあります。査定後の事業概要等は，「京都市予算の概要」を参照してください。



事　業　概　要 要求額 査定額 内容

　都　市　計　画　局　予　算　要　求　の　内　容

事　業　名

（単位：千円）

査　定　結　果

分譲マンション共用部
分バリアフリー改修

　分譲マンションの共用部分のバリアフリー改修工事に係る費用の一部を助成する。

＜成果目標＞

　高齢者や障害のある方をはじめとする全ての市民が暮らしやすい良好な住宅ストックを

形成し，安心して暮らせるすまいづくりを推進する。

5,200 3,000
□要求どおり

■積算内容精査

□事業内容精査

地域・医療提携型地域
優良賃貸住宅建設費補
助 　医療法人や社会福祉法人が事業主体となり，高齢者等居住安定化推進事業補助金制度に

よる補助を国から受けて，デイサービスセンターなどの生活支援施設を併設した地域優良
賃貸住宅（高齢者型）を整備する。
＜成果目標＞

178,000 110,000 □要求どおり

■積算内容精査

□事業内容精査

＜成果目標＞
　「住宅」と「福祉」の融合を図り，高齢者の住宅セーフティネットの構築を進める。

地域連携型空き家流通
促進事業

　地域の魅力や住まい方を発信し，その地域に存在する空き家に居住してまちづくり活動
に参画できる人を呼び込むための仕組みを，地域がまちづくりの取組の中で，不動産業者
や大学などの専門家等との連携により自立的かつ継続的に実施できるものとなるよう構
築・運営する。
＜成果目標＞
　地元組織や不動産業者，大学等との「共汗」，各区役所や景観・まちづくりセンターと
「融合」のもとで，既存住宅の流通活性化，有効活用による廃材量抑制がもたらす低炭素
社会の構築，地域まちづくり活動の担い手の空き家への誘導による，新たな京都の魅力の
創出，地域コミュニティの活性化の促進につなげる。

9,000 3,000

□要求どおり

■積算内容精査

■事業内容精査

一部を局配分

枠で計上

※「予算要求の内容」欄の事業概要等は，査定を通じて変更していることがあります。査定後の事業概要等は，「京都市予算の概要」を参照してください。



事　業　概　要 要求額 査定額 内容

　都　市　計　画　局　予　算　要　求　の　内　容

事　業　名

（単位：千円）

査　定　結　果

平成の京町家普及・促
進事業 　本市は，国の環境モデル都市に選定され，平成21年度に組織された市民会議において，

「森と緑」，「平成の京町家」，「京都環境配慮建築物（CASBEE京都）」の3つのプロ
ジェクトが設置され，検討を進めている。
　同会議において検討されている，低炭素で環境に配慮した「平成の京町家」の建設を促
進するため，国の補助事業を最大限活用する中で，その仕組み作りを行うとともに，普及
促進に向けて建設費補助等を行う。
＜成果目標＞
　低炭素景観の創造を目指す木の文化を大切にするまちの実現

72,600 32,000

□要求どおり

■積算内容精査

■事業内容精査

崇仁北部　改良事業計
画見直しと区画整理事
業計画策定

　21年度に引き続き，土地区画整理事業の事業化と住宅地区改良事業計画の見直しに向け

ての検討を行い，土地区画整理事業の都市計画決定を行う。

＜成果目標＞

23,800 23,800 ■要求どおり

□積算内容精査＜成果目標＞

　崇仁地区における住宅地区改良事業の早期完了と将来を見すえたまちづくりを推進す

る。

□積算内容精査

□事業内容精査

※「予算要求の内容」欄の事業概要等は，査定を通じて変更していることがあります。査定後の事業概要等は，「京都市予算の概要」を参照してください。


